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犀
川

◆石仏
　

　　　   常蓮寺天宗寺
◆小聖の清水
　

門
ぞ
う

ん
も

増

長
せ
が
な

瀬

柿
ば
さ
み

き
か

挟

代い
た

至聖山
　　→

た
ら
ら
山

◆祠
　　

★根越地区
　センター

大黒天◆
　

卍
常
慶
寺

　

正
大
岡

神
社

平い
ら

た

根
し
ご
ね

越

花
お
な
は

尾

　大八橋

明
う
が

よ
み

河

大代保神社 ◆算塚
　

◆湧き水
　

　　　●道祖神　

平大岡神社

◆石祠
　

◆薬師堂
　

　　　
道祖神・馬頭観音・読誦塔

●　

◆湧き水　

二十三夜塔
◆石仏

　　

　

平 東京電力
平ダム

▲

佃
だ
み

く
つ

見
長

い
わ

が
な

岩

越
ゅ
う
が
わ

ち
っ
え

中
川

おんぞうしばし

白
さ
わ

い
ら
し

井
沢

桐
さ
わ

り
き

沢

　佃見沢
つくだみざわ

た
ら
ら

芦
し
り

の
し
あ

ノ
尻

前
だ
え
ま

田豊葦原神社
◆

　馬頭観音など●
　

　　　
　読誦塔
●　

　たらら池

●権現さま
　　

■
聖高原チャペル

　　　芦ノ尻●
装飾人面
道祖神

◆蚕大神◆庚申塔
◆四阿権現

　

　鹿島社●
　神武天皇様●

塩竈神社

　　　
　　道祖神

筆塚
●　

木
曽
義
仲

神
社

◆
記念碑
　

◆
庚申塔

　

《
大
町
市
》 金戸山

　▲ 　　

　東
広
津

彼岸沢

泥
で
え
ら

ろ
ど

平
市

ご

さ
わ

ち
い

後
沢

　《麻績村》

●桂並木
　

　ケヤキ・エノキ大木　　　　　

小
と
う

っ
べ
こ

別
当

◆馬頭観音
　

◆頌徳碑
　

樋
ノ
口
沢

さ
わ沢

寺宗寺寺
聖の清水

至聖山
　　→

た
ら
ら
山
▲

た
ら
ら

　たらら池

●権現さま
　　

徳碑

樋
ノ
口
沢

「であい・ふれあい・まなびあい」から
「つながりあい・ささえあい」へ

大
岡
一〇
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
開
催
す
る
地
元
学
講
座

”「
で
あ
い・ふ
れ
あ
い・ま
な
び
あ
い
」か
ら「
つ
な
ぎ
あ
い・に
な
い
あ
い
」へ

を
テ
ー
マ
に
、昨
年
と
今
年
の
二
年
間
、大
岡
全
区
を
北
か
ら
順
に

巡
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、中
央・中
部・根
越・芦
ノ
尻・笹
久
の
五

地
区
を
探
訪
、地
域
を
歩
き
な
が
ら
、地
域
の
み
な
さ
ん
と
交
流

し
、
地
域
を
再
発
見
す
る
意
義
深
い
講
座
で
す
。
各
区
を
巡
り
な

が
ら
、地
元
の
方
の
説
明
や
講
師・宮
下
健
司
先
生
の
解
説
を
交
え

て
地
域
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
大
岡
地
区
住
民
自
治
協
議
会
　
会
長 

中
村
哲
夫

芦ノ尻区地区
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10/ 16
28  

日

  
⇒
⇒　　長岩

越中川

⇒芦ノ尻地区センター

⇒ビデオ紹介、小別当集落、秋葉社ほか
　　　

 　　

         塩竈神社｠

⇒前田 馬頭観音・供養塔（草競馬跡）

⇒たららたらら池・権現様
チャペル内周回（桂並木）

⇒昼食＜芦ノ尻地区センター＞
芦ノ尻地区の方々の協力

★部分参加可能
＜芦ノ尻地区センター＞

⇒ 大岡支所（解散）　

佃見

神面装飾道祖神⇒芦ノ尻

豊葦原神社・ケヤキ・エノキ大木・六角石幢

ビデオ上映「懐かしのお宝映像公開」

御曹子橋・木曽義仲神社
鹿島神社 (※笹久地区越中川）

開講式大岡支所 8:30集合

・道祖神記念館

16:40頃

◆
秋
葉
神
社

あ
き
や
さ
ま

六地蔵石幢●

　　　
　

◆道祖神　

其
之
九 芦ノ尻

おんぞうしばし



８

◎「元は神社左手間の「庁屋（ちょうや＝
会所）」が稚蚕飼育所から保育園となり、
場所を移し現在の道祖神記念館となった。

◎
神
明
造
り
、
鰹
木
三
本
、
千
木

内
削
ぎ
の
建
物
。
拝
殿
に
日
露
戦

争
の
戦
艦
の
奉
納
絵
馬
が
残
り
ま

す
。
現
在
は
天
伯
社
、
金
比
羅
社
、

天
王
社
（
天
皇
様
）、
津
島
神
社
、

金
山
神
社
も
合
祀
。
か
つ
て
は
こ

こ
に
天
伯
社
の
九
尺
角
の
小
さ
な

社
殿
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
明
治

四
十
年
頃
か
ら
、
大
岡
の
神
社
は
、

根
越
・
和
平
・
川
口
・
聖
の
四
社

に
合
祀
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
芦

ノ
尻
で
は
天
伯
社
に
ま
と
め
、
同

四
十
三
年
に
「
豊
葦
原
神
社
」
と

し
て
神
社
名
簿
に
記
し
ま
し
た
。

大
正
五
年
に
豊
葦
原
神
社
の
神
殿

を
新
築
。
現
在
の
道
祖
神
記
念
館

南
側
に
は
か
つ
て
五
間×

三
間
の

舞
台
も
あ
り
ま
し
た
。

◎
大
ケ
ヤ
キ
・
大
エ
ノ
キ
は
長
野

市
の
天
然
記
念
物
指
定
木
。
樹
齢

推
定
四
百
年
・
三
百
年
。

　

　

  
豊
葦
原
神
社 
1２

　

道
祖
神
記
念
館 

  

13
芦
ノ
尻
地
区
セ
ン
タ
ー

　

と
よ 

あ
し 

は
ら  

じ
ん　

じ
ゃ

●
神
社
左
の
二
本
の
大
木
は
樹
勢
い
ま
だ
衰

え
ず
、か
つ
て
は
右
側
に
も
大
木
が
あ
っ
た
が
、

大
正
四
年
、
切
り
倒
さ
れ
、
根
越
分
教
所

教
場
と
豊
葦
原
神
社
の
建
材
に
使
わ
れ
た
。

廣
田
忠
夫
さ
ん
の
家
の
古
地
図
に

記
さ
れ
た
「
天
白
社
」「
阿
弥
陀
堂
」

大
ケ
ヤ
キ
古
木

大
エ
ノ
キ
古
木

珍しい石幢と石碑、 六
地
蔵
の
石
幢

「
天
保
十
一
子
四
月
再
建 

邑
中 

世
話
人
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
。
石
幢
の
六
地
蔵
尊
は

古
い
様
式
を
模
し
た
も
の
で
珍
し
い
。

記録写真を中心に壁面を展示スペース
として建物は催し等に活用されている。

記念館の前身となった「庁屋」
での共同作業。地区を上げ
て注連縄を編み上げる当時の
様子。（記録写真より）

同
時
展
示
さ
れ
て
い
る

芦
ノ
尻
の
お
神
楽
。

天白神は風の神。柳田国男『石神問答』民間
信仰（修験道）で風水除の神などの説があり、
現在では伝承が消えてしまったものが多い。阿弥
陀堂は名残りで葬儀の道具などを収蔵した堂がす
こし前まであり地域の葬祭に使われていたという。

信仰の水脈をたどる
●芦ノ尻の秋祭りはここの金比羅社で行われ
ていたが、明治四十三年、豊葦原神社が
でき、同社も合祀された。現存する奥の神
殿や鳥居、常夜灯は金比羅社のものだとい
う。細久保向いの道路の岩の上にあった天
王社は、神武帝を祀ったと誤伝され「天皇様」
とも呼ばれた。４月３日の例祭は、天王社の
例祭を継ぐもの。祭神は、天王社と同じ牛
頭天王（スサノウに習合）を祀る。金山神
社は鍛冶職人や金物を扱う職人の神様。か
なまら様とも云われ、夫婦和合、下半身の
病気治癒のご神徳も伝わる。

境内の古い祠の伝承は途絶え伝わって
いないが、祠は天白社・金比羅社・古
峰社・天皇様と伝わる。

阿弥陀堂ゆかりの石造群

●石幢の左の石碑は「新四国八
十八ヶ所霊場」の十一番。「文政
十亥三月吉日　大原村　勧進伊
兵衛」の文字が刻まれている。

矢羽積み（　）の石垣谷積

縦
横
の
力
を
分
散

地
震
に
も
強
い
技
術
。


